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歯系大学院生研究発表会は, 平成24年度で第５回の

開催を迎え, 鹿児島大学歯学部の恒例行事として浸透

してきました｡ 本発表会は ｢口腔先端科学教育研究セ

ンター｣ が主催しています｡ まず, 当センターが設立

するまでの背景と第１回歯系大学院生研究発表会が開

催されるまでの経緯について説明します｡

超高齢社会と少子化を迎え, 本邦では, 高齢者およ

びその家族と子どもたちにおける生活の質 (�������������, ���) の維持・向上という問題への関心が急速
に高まっています｡ 口腔は, 呼吸や食物の摂取といっ

た生命維持に直結する役割を担うだけでなく, 食物を

味わう, 会話を楽しむ, 感情を表出するなど, 心身の

健康や社会生活におけるコミュニケーション機能に深

く関わっています｡ つまり, 口腔の健康は, ���に
直結する重要な要素であるといえます｡ したがって,

歯科医療および口腔保健技術の開発はもとより, その

背景となる研究や人材育成の推進は, 今日の時代的要

請に応える重要かつ緊急な課題といえます｡ しかし,

歯学系の研究と教育の現状は, 加速的に進む高齢化と

少子化, それに伴う疾病構造や社会的ニーズの多様化,

歯科医師過剰状態是正のための歯学部入学定員や教員

数の削減, 医学研究科と歯学系究科の統合とそれに伴

う歯学系研究費の縮減といった社会的背景の中で, 国

際的先端水準の教育・研究者の減少と研究水準の低下

が懸念される状況にあります｡

このような状況を改善するためには, 口腔の各専門

分野や大学の枠にとらわれず, 全国の大学が連携協力

して共同研究を推進するとともに, 大学院教育の高度

化と人材育成を図り, 国際的競争力を蓄積していく必

要がありました｡ そこで, 国立大学歯学部は平成15－

16年度医療系学部等連携経費の補助を受け, 全国国立

大学歯学部長・病院長会議の下に政策機能調整会議を

設置し, 連係機能を活用した研究推進の検討を進め,

平成17年度から先端歯学教育国際ネットワークを発足

させました｡ また, 平成18年度からはネットワーク参

加校を公私立歯科大学・歯学部まで拡大し, 歯学領域

における第一線教育研究者の集約的連携を図ってきま

した｡ 平成19年度には連携研究に発展させることを目

標に新たに予算措置を受け, 基幹校となっていた新潟

大学を中心に準備が進められてきました｡

これらの実績に基づき, 平成20年度からは, 国立大

学法人歯学部を中心に全国の大学が協力し, ｢口腔か

ら���向上を目指す連携研究｣ 事業に取り組むこと
となり, 各連携校に対して年間1000万円の予算が今後

５年間にわたって措置されることになったのです｡

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科が本事業に連携

校として参加するに当たり, これまで歯学部主体の研

究センターがなく, 歯学部の全分野が協力して新たな

活動を行う場を設ける必要性が生じたことから, 平成

20年５月, 歯学系の分野が主体となる初めてのセンター

として ｢口腔先端科学教育研究センター｣ が設置され

ました｡ 本事業は, ｢口腔の���向上｣ をキーワー
ドに共同研究を推進するとともに, 大学院教育を高度

化して卓越した能力をもつ人材を育成し, 得られた知

的あるいは人的財産を社会に還元することにより, 国

民の口腔機能の向上, 維持, 回復を図ることを目的と

しています｡ さらに, 全国の歯学系大学が保有する優

れた研究や技術, 業績, および人材を, ネットワーク

を通じて集約し, 必要に応じ共動する歯学連携データ

ベースを構築し運用することで, 効率的な研究の推進

を可能にし, もって第一線の教育研究者の集約的連携

と分野間の融合, および国際的競争力の向上を図るこ

とを目標としています｡ これらの背景や目的の下に,
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｢口腔先端科学教育研究センター｣ が設立され, 平成

20年度を第１回とした歯系大学院生研究発表が開催さ

れるようになりました｡� ��������������������
研究の推進と大学院教育の向上を目的として平成20

年に設立された ｢口腔先端科学教育研究センター｣ を

主催に, 予算配分が決定した５年間は若手研究者助成

事業の一環である歯系大学院生研究発表会が開催され

ることとなりました｡ 本研究発表会では, 国際的に通

用する卓越した能力を有する歯系大学院生と若手研究

者の発掘と育成を目的として, 歯系大学院生および若

手研究者のうち, 研究内容の審査を通して優秀である

と認められた者について, 表彰および研究助成金の給

付を行ってきました｡

それでは, 平成20年度から24年度の計５回の発表会

について報告します｡���� �����������
記念すべき第１回目は, 平成21年１月31日に鶴陵会

館にて開催されました｡ 初代のセンター長には歯科矯

正学分野 教授 宮脇 正一 先生がご就任されましたの

で, 歯科矯正学分野を中心に様々な担当分野が試行錯

誤しながら発表会の準備を行いました｡

本発表会への応募規則として, 対象は当医歯学総合

研究科の歯系分野に所属する大学院生, 特任研究員,

および申請時37歳以下の科研費申請資格のない若手研

究者で, 対象の大学院生は必ず応募することとし, 応

募できない大学院生は理由書を提出することが決まり

ました｡ また, 審査規則として以下のことが決定しま

した｡

１) 応募者は, 所定の応募用紙に必要事項を記入し,

審査委員会に提出する｡

２) 一次審査：口腔先端科学教育研究センター運営委

員会委員で構成された審査委員会において, 書類の

審査を行う｡

３) 二次審査：一次審査を通過した者は, 口腔先端科

学教育研究センター主催の発表会 (年度内に開催)

で口頭発表を行う｡

４) 審査においては, あらかじめ委員会で規定した基

準に従う｡

今大会では, 二次審査の口頭発表は, 大学院生１・

２年生の部と３・４年生の部に分けられました｡ 審査

員には, 歯系大学院所属の全教授 (出席できない場合

は, 講師以上) があたり, 発表内容の学術性, 独創性,

計画性, プレゼンテーション技術などについて厳密な

審査が行われました｡ １・２年の部の１位を全体の３

位とすることとして, 成績上位５名の表彰者には, そ

れぞれ60, 50, 40, 30, 20万円の研究助成金, 賞状,

上位３名には楯が授与されました｡ また, 成績６～15

位の発表者に15万円, 16～25位に８万円が, それぞれ

助成金として贈られました｡

また, 25演題のうち６演題は英語による発表が行わ

れ, 歯系大学院生における国際意識の高さを示すもの

となりました｡ 英語プレゼンテーション技術の最優秀

発表者に別途10万円が研究助成金として贈られました｡

発表会終了後に, キャンパス内の大学生協食堂で, 懇

親会と表彰式が行われ, 立食形式で, 分野の枠を超え

た楽しい親睦が図られました｡

本研究会は, 科研費等の応募資格のない有望な若手

研究者を助成する有意義な企画であったと同時に, 歯

系大学院の各分野の研究内容について, 学部生, 研修

医を含めて周知を高める良い機会にもなりました｡���� �����������
平成22年１月９日に開催され, センター長は歯科矯

正学分野 教授 宮脇 正一 先生, 運営委員長は口腔生

化学分野 教授 松口 徹也 先生の体制で行われました｡

第１回目と応募規則は変更がありませんでしたが, 発

表の部を以下のように分類し, 以後, 第２～５回の二

次審査の口頭発表が行われることになりました｡

〈第一部〉継続研究発表の部

対象：応募締め切り日までに筆頭著者としての学位論

文のアクセプトが終了していない研究者

〈第二部〉研究成果発表の部

対象：応募締め切り日までに筆頭著者としての学位論

文のアクセプトが終了している研究者

〈第三部〉早期修了者成果発表(対象者がある場合のみ)

対象：過去一年間＊に大学院を早期修了した研究者の

うち, 学位論文の内容について過去の大学院生発

表会研究成果発表の部で未発表の者

(＊昨年の大学院生発表会の演題締め切り日から今

回の演題締め切り日までの間)

継続研究発表の部においては, 成績上位３名の表彰

者には, それぞれ30, 20, 10万円の研究助成金と口腔

先端科学若手研究者学術奨励賞が授与されました｡ ま

た, 研究成果発表の部の１位には40万円の助成金と口

腔先端科学若手研究者最優秀賞が授与されました｡ 早

期修了者成果発表の部では, 発表者に特別助成金とし

て10万円が助成金として贈られました｡
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平成22年12月18日に開催され, センター長は口腔生

化学分野 教授 松口 徹也 先生, 運営委員長は歯周病

学分野 教授 野口 和行 先生の体制で行われました｡

継続研究発表の部においては, 成績上位３名の表彰

者には, それぞれ20, 15, 10万円と口腔先端科学若手

研究者学術奨励賞が授与されました｡ また, 研究成果

発表の部の１位には30万円の助成金と口腔先端科学若

手研究者最優秀賞が, ２・３位には10万円の助成金と

口腔先端科学若手研究者優秀賞授与されました｡ 早期

修了者成果発表の部では, 発表者に特別助成金として

５万円が贈られました｡

今大会から鹿児島大学歯学部同窓会奨励賞が設定さ

れ, 研究成果発表の部の最優秀発表賞の受賞者が本賞

も受賞し, 楯と賞金を獲得しました｡ 同窓会と鹿児島

大学歯学部のつながりを, 大学院生のみならず, 学生・

教員を含めて感じることができる企画であり, この場

を借りて改めて同窓会に感謝申し上げます｡���� �����������
平成23年12月10日に開催され, センター長は口腔生

化学分野 教授 松口 徹也 先生, 運営委員長は口腔微

生物学分野 教授 小松澤 均 先生の体制で行われまし

た｡

継続研究発表の部においては, 成績上位３名の表彰

者には, それぞれ20, 15, 10万円の研究助成金と口腔

先端科学若手研究者学術奨励賞が授与されました｡ ま

た, 研究成果発表の部の１位には30万円の助成金と口

腔先端科学若手研究者最優秀賞が, ２位には15万円の

助成金と口腔先端科学若手研究者優秀賞が授与されま

した｡ 早期修了者成果発表の部では, 発表者全員に特

別助成金として５万円が贈られました｡

今大会から, これまでの大学院生研究発表会に加え,

学部学生発表と若手研究者２名の発表が追加されまし

た｡ 学部学生発表では, 平成23年度のデンツプライ����日本選抜大会で発表を行った６年生の学部学生
が, 大会の概要・感想と大会で発表した内容を報告し,

学生の間に研究経験をすることの重要性の話をしてく

れました｡ 若手研究者発表では, 歯学部同窓会にご尽

力いただき, 前大会から設立された ｢鹿児島大学歯学

部同窓会奨励賞｣ を基礎・臨床系各１名に授与する形

式に変更して頂きました｡ 大学院生よりさらに卓越し

た若手研究者の発表は, 大学院生のみならず多くの教

員への刺激にもなりました｡
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平成24年12月15日に開催され, センター長は歯周病

学分野 教授 野口 和行 先生, 運営委員長は小児歯科

学分野 教授 山崎 要一 先生の体制で行われました｡

継続研究発表の部においては, 成績上位３名の表彰

者には, それぞれ15, 10, ５万円の研究助成金と口腔

先端科学若手研究者学術奨励賞が授与されました｡ ま

た, 研究成果発表の部の１位には20万円の助成金と口

腔先端科学若手研究者最優秀賞が授与されました｡ 早

期修了者成果発表の部では, 発表者に特別助成金とし

て５万円が贈られました｡

第１～５回の歯系大学院生研究発表会において, 最

も優秀な若手研究者と認定された大学院生には, 神奈

川県三浦市にて開催される先端歯学国際教育研究ネッ

トワーク主催の先端歯学スクール研究発表会にて, 全

国の優秀な大学院生とともに研究内容の発表をする資

格が与えられます｡ 平成20年度には小児歯科学分野の

稲田 絵美 先生, 平成21年度には予防歯科学分野のア

ンドレイア デ トレド 先生, 平成22年度には口腔微

生物学分野の大貝 悠一 先生, 平成23年度には口腔微

生物学分野の松田 悠佑 先生が, それぞれ発表を行い,

各大学で最先端と認定されている研究発表を聞き, 各

大学の代表者と交流することで, 歯学研究の現状と将

来展望, 今後の課題を知る良い機会となりました｡

平成24年度先端歯学スクール研究発表会には, 口腔

生化学分野の楠山 譲二 先生が発表し, 全国において

も最優秀発表賞を受賞するという快挙を成し遂げまし

たので, 第５回歯系大学院生研究発表会において特別

表彰を行いました｡ 鹿児島大学大学院医歯学総合研究

科の歯学研究が全国の場でも高く評価され, 歯系大学

院生研究発表会の大きな実績となりました｡

また, 第５回目は予算上最終会であり, 特別企画と

して海外交流協定校であるインドネシアのエアランガ

大学歯学部長のコーエン先生と, 東北大学大学院歯学

研究科 小児発達歯科学分野教授の福本 敏 先生から

ご講演いただきました｡ コーエン 先生のご講演は,

鹿児島大学の学部生や大学院生が海外に目を向ける良

い機会となりました｡ 福本 敏 先生のご講演は���細
胞を用いて実際に歯を再生できる可能性が期待できる

我々歯科医にとって夢を持つことができる最先端研究

の紹介であり, 学部生や大学院生が研究に興味を持つ

良い機会となったと考えております｡� �������������������
平成20年度から開催された歯系大学院生研究発表会

第１～５回までの歯系大学院生研究発表会の報告 ��



は, 学部生・大学院生・教員から毎回好評であり, 大

変有意義な発表会として発展してきました｡ 大学院生

の発表内容は, 回を重ねるごとにレベルが上がり, 発

表する姿も堂々としてきました｡ 平成20年に設立され

た口腔先端科学教育研究センターの目的である ｢大学

院教育を高度化して卓越した能力をもつ人材を育成し,

得られた知的あるいは人的財産を社会に還元すること｣

を達成できつつありますので, 今後も同様な研究発表

会を継続できれば, 鹿児島大学歯学部と大学院医歯学

総合研究科の発展につながるでしょう｡ 関係各位のこ

れまでのご協力に感謝いたします｡
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所属分野 研究分野 受賞者 発 表 演 題

学術奨励賞 第１位 小児歯科学 同 左 稲田 絵美 顎顔面領域の形態と機能の三次元統合に関する研究

学術奨励賞 第２位 歯周病学 歯科理工学 山下 大輔 生体適合性高強度セラミック複合体インプラントの開発

学術奨励賞 第３位 小児歯科学 同 左 武元 嘉彦 捕食動作における手と顎顔面部の協調運動の三次元解析

学術奨励賞 第４位 歯科矯正学 口腔生化学 岡本 敦子 歯周炎モデルマウスにおける矯正的歯の移動速度の減弱

学術奨励賞 第５位 予防歯科学 同 左
アンドレイア
デ トレド

��������のヒト動脈内皮細胞への侵入および炎症反応
誘導における���の役割について��� ����������� ���

所属分野 研究分野 受賞者 発 表 演 題

最優秀賞 歯科矯正学 同 左 永山 邦宏
�����������������������������法による咬筋内浮腫性
変化に対する非侵襲的定量評価法

学術奨励賞 第１位 口腔生理学 同 左 友成 博
軟口蓋味蕾の味覚受容関連因子発現と ��������������������マウスの味覚神経応答解析

学術奨励賞 第２位 口腔微生物学 同 左 大貝 悠一
黄色ブドウ球菌の生体由来成分中における病原性因子
発現解析

学術奨励賞 第３位 歯周病学 同 左 谷山 勝義
�����������������������������5 (����5) によるマウス口
腔骨膜由来細胞の骨形成誘導作用��� ����������� ���

所属分野 研究分野 受賞者 発 表 演 題

最優秀賞 小児歯科学 同 左 武元 嘉彦 反対咬合児と正常咬合児の咽頭気道に関する研究

学術奨励賞 第１位 歯科矯正学 口腔微生物学 松田 悠佑 �������������������の口腔内生存戦略における抗菌性
ペプチド耐性機構の解明

学術奨励賞 第２位 予防歯科学 同 左 アンドレイア
デ トレド

�������������������のヒト動脈内皮細胞への侵入およ
び炎症反応誘導における�������������������������������������の役割について

学術奨励賞 第３位 歯科矯正学 同 左 及川紀佳子 睡眠時の食道内への酸注入が睡眠時ブラキシズムに及
ぼす影響



第１～５回までの歯系大学院生研究発表会の報告 ����� ����������� ���
所属分野 研究分野 受賞者 発 表 演 題

最優秀賞 口腔微生物学 同 左 大貝 悠一 血清中における黄色ブドウ球菌の病原性因子発現性解析

学術奨励賞 第１位 口腔生化学 同 左 楠山 譲二 機械刺激は間葉系幹細胞の分化方向性を調節する

学術奨励賞 第２位
歯科

麻酔全身管理学
歯科

機能形態学
大野 幸

組換えウイルストレーサーによる単一細胞標識法を用い
て, ラット視床後核群ニューロンの軸索分布を解析する

学術奨励賞 第３位 歯周病学 同 左 立石 ふみ
ハイリスク妊婦の子宮内絨毛組織における歯周病原細
菌����������������������の検出とその病原性の解析��� ����������� ���

所属分野 研究分野 受賞者 発 表 演 題

最優秀賞 歯科矯正学 同 左 上原 沢子
開咬患者における歯冠歯根比と咬合接触および下顎下
縁平面角との関連性について

学術奨励賞 第１位 歯科保存学 口腔微生物学 藤島 慶
����������������������の産生する過酸化水素への����を介した�������������������の酸化ストレス耐
性機構の解析

学術奨励賞 第２位
歯科

応用薬理学
同 左 塚原 飛央

ストレスが閉経モデルマウスの情動に及ぼす影響と����神経系との関連に対する行動科学的および組織
化学的検討

学術奨励賞 第３位 歯周病学 口腔微生物学 下田平直大
�������������������の表層タンパク�������の血清抵抗
性及び他の口腔内細菌との共凝集に対する関与につい
て


